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はじめに

このマニュアルは，次に示すプログラムプロダクトの機能と使い方について説明したものです。
• P-1M11-2111　 Hitachi HA Booster Pack for AIX

■対象読者
HAモニタを使用されている AIXのシステム管理者の方を対象としています。

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す四つの章と付録から構成されています。

第１章　概要
Hitachi HA Booster Pack for AIXの機能概要と特長，操作の流れについて説明しています。

第２章　ユーザコマンド
Hitachi HA Booster Pack for AIXで使用できるコマンド，および注意事項について説明していま
す。

第３章　インストールと環境設定
この章では，Hitachi HA Booster Pack for AIXのインストール，環境設定，アンインストールの
方法について説明しています。

第４章　メッセージ
Hitachi HA Booster Pack for AIXのメッセージについて説明しています。

付録 A　用語解説
このマニュアルに記載されている用語について説明しています。

■関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

高信頼化システム監視機能 HAモニタ（3000-9-109）
HAモニタについて説明してあります。

AIX 5L バージョン 5.1コマンド・リファレンス第 6巻（5555-3-030）
AIX 5Lのコマンドについて説明してあります。

Hitachi Dynamic Link Manager管理者ガイド（3020-3-C23）
Hitachi Dynamic Link Managerの機能と使用方法について説明してあります。

JP1/Hicommand Dynamic Link Managerユーザーズガイド（3020-3-C87）
JP1/Hicommand Dynamic Link Managerの機能と使用方法について説明してあります。
I



はじめに
■読書手順
II



はじめに
■このマニュアルで使用している記号

■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
一旦（いったん）   個所（かしょ）   閉塞（へいそく）

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）は，それぞ
れ 1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。
III
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1　 概要
この章では，Hitachi HA Booster Pack for AIXの概要について
説明します。

1.1　Hitachi HA Booster Pack for AIXとは

1.2　前提条件

1.3　機能

1.4　注意事項
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1.　概要
1.1　Hitachi HA Booster Pack for AIXとは

インターネットを利用した業務の本格化によって，情報システムの重要度はますます高
まっています。インターネットを介した電子商取り引きなど，例え数分のシステムダウ
ンでも，企業にとって大きな損失となります。EP8000で，このシステムダウン回復に
高速に対応するプログラムが，Hitachi HA Booster Pack for AIX（以降， HA Boosterと
略す）と HAモニタです。HAモニタと HA Boosterの組み合わせが有効に活用できるの
は，上位アプリケーションが HiRDBのときです。

HAモニタと連動する HA Boosterの特長を次に示します。

●ホットスタンバイ構成で高速の切り替え実現ホットスタンバイ構成で高速の切り替え実現ホットスタンバイ構成で高速の切り替え実現ホットスタンバイ構成で高速の切り替え実現
従来システム切り替えのあとに待機系が業務を開始するには，共用ディスクが 100ボ
リュームグループ（VG）以上の大規模な DBサーバの場合，ある程度の時間が必要で
した。しかし，HAモニタと連動した HA Boosterを使用すれば，障害を起こした実行
系から，より少ない時間で待機系への切り替えができます。共用ディスクの数が増え
ても，切り替えの処理時間は一定のため，システム規模に依存しない安定した系切り
替えを実現します。ホットスタンバイのシステム構成例を図 1-1に示します。

図 1-1　ホットスタンバイのシステム構成例
2



1.　概要
HA Boosterは，EP8000に接続された日立ディスクアレイサブシステム上に構成され
た VG（ボリュームグループ）単位に，ディスクアクセスを制御します。HA Booster
を使用すると実行系と待機系から共有されるディスクへの排他アクセスができ，従来
必要だったフェイルオーバ時の VG有効化処理（varyonvg）に必要な時間を削減でき
ます。これによってミッションクリティカルな大規模システムの業務を，ほとんど停ミッションクリティカルな大規模システムの業務を，ほとんど停ミッションクリティカルな大規模システムの業務を，ほとんど停ミッションクリティカルな大規模システムの業務を，ほとんど停
止することなく，高速な系切り替えができます止することなく，高速な系切り替えができます止することなく，高速な系切り替えができます止することなく，高速な系切り替えができます。
HA Boosterによって，HAモニタの共有ディスクの管理方式が，HAモニタ定義ファ
イルでの VG単位の管理から，制御グループ単位での管理となります。HA Booster導
入後の共有ディスクは，起動時にHA Boosterのコマンドを使用して，制御グループ
を指定することで管理対象とします。
なお，従来のHAモニタによる共有ディスク（Rawデバイス，ファイルシステム）の
管理と，HA Boosterによる共有ディスク（Rawデバイス）の管理は共存できます。

● OSOSOSOS障害通知機能障害通知機能障害通知機能障害通知機能

従来のHAの環境では，ハートビートのタイムアウトが発生するまで障害を検知する
ことができず，その検知時間分待機系への切り替えに時間が掛っていました。しかし
HA Boosterを適用すれば，実行系と待機系に接続された HRA（Health- check and 
Reset Adapter）経由または LANアダプタ経由で，障害をダイレクトに通知できま
す。実行系 OSの障害発生と同時に待機系への切り替え開始を可能にすることで，系
切り替え時間を短縮します。また，ユーザコマンドによって，OS障害通知機能の一
時停止および再開ができます。
OS障害通知機能のシステム構成例（シリアルポート経由の場合）を図 1-2，OS障害
通知機能のシステム構成例（LAN(Ethernet)経由の場合）を図 1-3に示します。
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1.　概要
図 1-2　OS障害通知機能のシステム構成例（シリアルポート経由の場合）
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1.　概要
図 1-3　OS障害通知機能のシステム構成例（LAN(Ethernet)経由の場合）
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1.　概要
1.2　前提条件
HA Boosterが動作するための前提条件を表 1-1に示します。

表 1-1　前提条件

項目 内容

システム装置 EP8000装置

周辺装置 日立ディスクアレイサブシステム装置

系切り替え機構
　OS障害通知機能を使う場合は対応している系切り替え装置が必要です。製品形名
については，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ」を参照してくだ
さい。

LANアダプタ
　EP8000装置を LPAR構成とし，LANアダプタを経由して OS障害通知機能を使
用する場合に必要です。なお，以下の「xxxx」は，機種によって異なります。
　THE-xxxx-FC2968，THE-xxxx-FC4951，
　THE-xxxx-FC4961，THE-xxxx-FC4962，
　THE-xxxx-FC5706

OS AIX 5L V5.2　01-00以降
（32ビットカーネルおよび 64ビットカーネル）
　製品形名：RT-11M11-230
AIX 5L V5.3　01-00以降
（32ビットカーネルおよび 64ビットカーネル）
　製品形名：RT-11M11-330
AIX V6.1　01-00以降
　製品形名：RT-11M11-441

前提 PP HAモニタ 01-10-/A以降
　製品形名：P-1M2C-1111

関連 PP Hitachi Dynamic Link Manager 03-00以降
JP1/Hicommand Dynamic Link Manager 04-00以降
Hitachi Dynamic Link Manager Software 06-00以降
6



1.　概要
1.3　機能
HA Boosterには VG制御機能と OS障害通知機能があります。

1.3.1　VG制御機能の概要
HA Boosterの VG制御機能の概要を図 1-4に示します。HA Boosterは，二つの
EP8000装置からオンライン状態（varyon状態）である VGに対するアクセスを制御し
ます。

図 1-4　VG制御機能の概要

通常は，実行系と待機系で共有するディスクの排他制御は varyonvg/varyoffvgコマンド
を利用し，片系からだけ varyonを行うことで実現しています。共有するディスクを HA 
Boosterの制御対象として定義することによって，あらかじめ両系から varyonにした状
態で排他制御ができ，フェイルオーバ時に必要だった varyon完了までのオーバヘッドを
削減できます。1.3.2(2)の図 1-7中の (2)に相当する従来の処理（varyon）に要する時間
7



1.　概要
が削減されます。

アクセス制御状態は上位アプリケーションによって管理され，系をまたがる排他は上位
アプリケーションが責任を持ちます。制御グループの定義および定義解除は，上位アプ
リケーションまたはコンソールの操作者が行います。

HA Boosterが提供する機能を次に示します。

（1） アクセス制御対象 VGの登録

HA Boosterは，VGを制御グループに分類し，制御グループを単位としてアクセス制御
をします。登録可能な制御グループの数は 20個であり，ユーザは VGを任意の制御グ
ループに登録できます。登録可能な VGは全制御グループで 4096個です。制御グループ
に登録された VGは，登録先の制御グループのアクセス制御状態に従い，制御グループ
のアクセス制御状態が変化すると，個々の VGのアクセス制御状態も変化します。

（2） アクセス制御対象 VGの除外

指定された VGを，制御グループから除外します。除外された VGは，HA Boosterに
よってアクセスの制御対象から外れます。

（3） アクセス制御状態の変更

制御グループを単位としてアクセス制御状態を変更します。ユーザは制御グループごと
にアクセス制御状態を設定できます。アクセス制御状態は表 1-2の組み合わせであり，
HA Boosterが起動した直後の初期状態はリード，ライト共に禁止の状態です。制御グ
ループのアクセス制御状態を変更すると，このグループに登録されたすべての VGがそ
のアクセス制御状態に従います。

表 1-2　アクセス制御状態の組み合わせ

リードまたはライトのアクセスを禁止した VGに対して，禁止された処理をすると，こ
の処理はエラーとなって終了します。このときの errno変数には「EFAULT」が設定さ
れます。なおアクセス制御状態にかかわらず open()サブルーチンによる新規ファイル
ディスクリプタの取得や，close()サブルーチンによる取得済みディスクリプタの破棄は
できます。

図 1-5に示した例では，ID=0のグループをリード／ライト共に許可し，ID=1のグルー
プをリードだけ許可し，ID=2のグループをリード／ライト共に禁止しています。

組み合わせに対応したユーザコマンドの
パラメタの値

リード ライト

rw 許可 許可

ro 許可 禁止

disable 禁止 禁止
8



1.　概要
図 1-5　VGグループ単位でのアクセス制御状態の設定例

（4） アクセス制御状態の問い合わせ

指定された VGまたは制御グループのアクセス制御状態を取得します。

1.3.2　上位アプリケーションとの連携例

（1） システム起動処理

図 1-6に，システム起動処理の流れを示します。実行系，待機系ともに，システムの起
動スクリプトによって，以降の処理をします。
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1.　概要
図 1-6　システム起動処理の流れ

(1)HA Boosterを起動

(2)共有ディスク上の VGを habhd_varyonvgコマンドで varyon状態に設定

(3)共有ディスク上の VGを habhd_regvgコマンドで制御グループに登録

(4)HAモニタを起動

以降の処理は，実行系と待機系それぞれで起動した HAモニタが，HA Boosterの機能を
用いて実施します。

(5)実行系

　(5-1)制御グループをリード／ライト共に許可状態に設定

　(5-2)HiRDBなどのアプリケーションを起動
10



1.　概要
(6)待機系

　(6-1)制御グループをリードだけ許可状態に設定

　(6-2)HiRDBなどのアプリケーションを起動

（2） 系切り替え処理

図 1-7に，系切り替え処理の流れを示します。待機系が実行系の系障害を検出すると，
HAモニタは次に示す手順によって系切り替えを実施します。

図 1-7　系切り替え処理の流れ

(1)実行系

　(1-1)切り替え対象の VGをリード／ライト禁止状態に設定

　(1-2)待機系にリセット完了の旨を通知

(2)待機系
11



1.　概要
実行系からのリセット完了受信後，HA Boosterで切り替え対象の VGをリード／ライト
許可状態に設定

1.3.3　 OS障害通知機能の概要
OS障害通知機能は，AIXが OS障害などによってダンプ出力を開始した際，HRA装置
を経由して障害を連絡します。(OS障害とは，panicのことを指します。)

従来は，実行系から待機系に定期的に送信されるハートビートの途絶によって実行系の
系障害を検出していました。このため，実際の障害発生から検出までに時間差が発生し
ました。

OS障害通知機能は，実行系が OS障害によって，ダンプデバイスにダンプ出力されるの
を監視します。OS障害が発生してダンプ出力が開始されると同時に次の処置をします。

• HRA経由で OS障害通知を直ちに待機系に通知します。
• 通知を受けた待機系は，高速に系を切り替えます。

本機能は，HA Booster 01-01以降で提供されます。

詳細については，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ」の「他系の OS
パニック検知機能」の項を参照してください。

OS障害通知機能の概要（シリアルポート経由の場合）を図 1-8，OS障害通知機能の概
要（LAN(Ethernet)経由の場合）を図 1-9に示します。

図 1-8　OS障害通知機能の概要（シリアルポート経由の場合）
12



1.　概要
図 1-9　OS障害通知機能の概要（LAN(Ethernet)経由の場合）

1.3.4　HAモニタを起動したまま LANアダプタを交換する手
順

OS障害通知用に使用している LANアダプタで障害が起きたときの LANアダプタの交
換手順を次に示します。この手順を実行することによって，HAモニタを停止することな
く LANアダプタを交換できます。

1. habpn_stopコマンドを実行し，OS障害通知機能を一時停止します。
2. rmdevコマンドを実行し，対象 LANアダプタを「定義済み」状態にします。
3. LANアダプタの交換作業をします。
4. mkdevコマンドを実行して，2.で「定義済み」状態にした LANアダプタを「使用可
能」状態にします。

5. habpn_restartコマンドを実行し，OS障害通知機能を再開します。
13



1.　概要
1.4　注意事項

1.4.1　OS障害通知機能使用時の注意事項
●ダンプデバイスには，必ず /dev/… のスペシャルファイルを設定してください。設定
されたダンプデバイスは sysdumpdev コマンドで確認できます。

● HAモニタの動作中にダンプデバイスを変更する際は，必ず変更後にHAモニタの 
mondumpdevコマンドを実行してください。mondumpdevコマンドの詳細はマニュ
アル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ」をご参照ください。
14



2　 ユーザコマンド
この章では，HA Boosterで使用できるコマンド，および注意
事項について説明します。

ユーザコマンド機能

VG制御機能コマンドの使用方法

habhd_varyonvgコマンド

habhd_varyoffvgコマンド

habhd_regvgコマンド

habhd_unregvgコマンド

habhd_chvgコマンド

habhd_lsvgコマンド

habpn_stopコマンド

habpn_restartコマンド

コマンド使用上の注意
15



2.　ユーザコマンド
ユーザコマンド機能

HA Boosterで使用できるコマンドの機能を表 2-1に示します。これらのコマンドは「/
opt/hitachi/habooster」ディレクトリ下に格納されています。

表 2-1　提供コマンド一覧

コマンド名 機能

habhd_varyonvg VGを varyon状態にします。

habhd_varyoffvg VGを varyoff状態にします。

habhd_regvg VGを制御グループに登録します。

habhd_unregvg VGを制御グループから除外します。

habhd_chvg 制御グループのアクセス制御状態を設定します。

habhd_lsvg 制御グループの状態を出力します。

habpn_stop OS障害通知機能を一時停止します。

habpn_restart 一時停止した OS障害通知機能を再開します。
16



2.　ユーザコマンド
VG制御機能コマンドの使用方法

通常は自動起動の設定（自動起動の設定については「3.4 (2)自動起動の設定」を参照し
てください）をすればコマンドを使用する必要はありませんが，運用テストや PPのアン
インストールのために，手動で VGや制御グループの操作をする場合があります。次に
主なコマンドの使用法を示します。

なお，制御グループのアクセス制御を変更するコマンドを誤って使用すると，意図しな
い書き込み許可を，実行系と待機系に与えてしまうなど，データ破壊につながる可能性
があります。ご注意ください。

●  VGVGVGVGや制御グループの状態を参照するや制御グループの状態を参照するや制御グループの状態を参照するや制御グループの状態を参照する

habhd_lsvgコマンドを使用すると，制御グループのアクセス制御状態や，制御グルー
プに登録されている VG名を参照することができます。制御グループに VGが登録さ
れている場合はHA Boosterのアンインストールができません。habhd_unregvgコマ
ンドを使用して，VGの登録解除をしてください。

●制御グループのアクセス制御状態を変更する制御グループのアクセス制御状態を変更する制御グループのアクセス制御状態を変更する制御グループのアクセス制御状態を変更する
habhd_chvgコマンドを使用すると，制御グループのアクセス制御状態を変更するこ
とができます。アクセス制御のテストや保守などで，一時的にアクセス制御状態を変
更したい場合に使用することができます。
この変更は次回のシステム起動に引き継がれません。継続して制御状態を変更したい
場合は，自動起動の設定を変更する必要があります。

●制御グループに制御グループに制御グループに制御グループに VGVGVGVGを登録するを登録するを登録するを登録する

habhd_regvgコマンドを使用すると，制御グループに VGを登録することができま
す。アクセス制御のテストや保守などで，一時的に VGを制御グループに登録したい
場合に使用できます。
この変更は次回のシステム起動に引き継がれません。継続して制御状態を変更したい
場合は，自動起動の設定を変更する必要があります。

●制御グループに登録した制御グループに登録した制御グループに登録した制御グループに登録した VGVGVGVGを解除するを解除するを解除するを解除する

habhd_unregvgコマンドを使用すると，制御グループに登録されている VGの登録を
解除できます。HA Boosterのアンインストールやアクセス制御のテスト，保守など
で，一時的に VGを制御グループから登録解除したい場合に使用できます。
この変更は次回のシステム起動に引き継がれません。継続して制御状態を変更したい
場合は，自動起動の設定を変更する必要があります。
17



2.　ユーザコマンド
habhd_varyonvgコマンド

VGを varyon状態にします。

構文
habhd_varyonvg [ -b ] [ -c ] [ -f ] [ -n ] [ -p ] [ -r ] [ -s ] [ 
-u ] VG名

説明

VG名で指定された VGを varyon状態にします。このコマンドで使用するフラグは，
AIX 5L V5.1標準の varyonvgコマンドのフラグと同じ効果があります。各フラグの効果
については，マニュアル「AIX 5Lバージョン 5.1コマンド・リファレンス第 6巻」の
varyonvgの項を参照してください。なお，-rフラグは制御グループのアクセス制御状態
に影響しません。

habhd_varyonvgコマンドで指定する VGは，制御グループに未登録の状態でなければ
なりません。制御グループに登録された VGを指定すると，エラー終了します。この場
合は，habhd_varyonvgコマンド実行前に，habhd_unregvgコマンドを使用して該当
VGを制御グループから除外します。

 Hitachi Dynamic Link Managerまたは JP1/Hicommand Dynamic Link Managerを導
入したホストでは，dlmvaryonvgコマンドは使用しないで，habhd_varyonvgコマンド
を使用してください。

なお，habhd_varyonvgコマンドを発行するユーザは root権限を持っていなければなり
ません。

注意事項

1. 制御グループに登録した VGを varyoff状態にするときは，必ず habhd_varyoffvgコ
マンドを使用しなくてはなりません。制御グループに登録した VGに対し varyoffvg
コマンドを実行すると，この VGが制御グループに登録されたまま varyoff状態にな
ります。この状態で habhd_varyonvgコマンドを実行すると，エラー終了します。

2. habhd_varyonvgコマンドは varyoff状態の VGを varyon状態に移行させるだけで，
VGを制御グループに登録する機能はありません。このため，このコマンドによって
varyon状態になった VGは，habhd_regvgコマンドを実行して，制御グループに登
録するまでの間は HA Boosterのアクセス制御対象外となります。

終了コード

0
正常終了しました。

1
処理中にエラーが発生しました。
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2.　ユーザコマンド
habhd_varyoffvgコマンド

VGを varyoff状態にします。

構文
habhd_varyoffvg [ -s ] VG名

説明

VG名で指定された VGを制御グループから除外し，かつ varyoff状態にします。このコ
マンドで使用するフラグは，AIX 5L V5.1標準の varyoffvgコマンドのフラグと同じ効果
があります。各フラグの効果については，マニュアル「AIX 5Lバージョン 5.1コマン
ド・リファレンス第 6巻」の varyoffvgの項を参照してください。

habhd_varyoffvgコマンドは，制御グループに登録された VGだけでなく，制御グルー
プに登録されていない VGも varyoffできます。また，このコマンドの対象となる VGが
制御グループに登録されている場合は，制御グループからの除外と varyoffを行います。

 Hitachi Dynamic Link Managerまたは JP1/Hicommand Dynamic Link Managerを導
入したホストでは，dlmvaryoffvgコマンドは使用しないで，habhd_varyoffvgコマンド
を使用してください。

なお，habhd_varyoffvgコマンドを発行するユーザは root権限を持っていなければなり
ません。

注意事項

1. 制御グループに登録した VGを varyoff状態にする際は，必ず habhd_varyoffvgコマ
ンドを使用しなくてはなりません。制御グループに登録した VGに対し varyoffvgコ
マンドを実行すると，この VGが制御グループに登録されたまま varyoff状態になり
ます。この状態で habhd_varyonvgコマンドを実行すると，エラー終了します。

終了コード

0
正常終了しました。

1
処理中にエラーが発生しました。
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2.　ユーザコマンド
habhd_regvgコマンド

VGを制御グループに登録します。

構文
habhd_regvg 制御グループID  VG名 [VG名・・・ ]

説明

VG名で指定された VGを制御グループ IDで指定された制御グループに登録します。制
御グループ IDには 0～ 19の数字を指定し，VG名には，VGの名称を表す文字列を指
定します。VG名は二つ以上指定することもできます。このコマンドに指定する VGは，
次の条件を満たしていなければなりません。

(1)varyon状態

(2)rootvg以外

(3)どの制御グループにも未登録

複数 VGが指定され，存在しない，または条件を満たさない VGが含まれる場合は，こ
の VGについてだけエラーメッセージが表示され，それ以外の VGに対しては処理が行
われます。

このコマンドを実行するユーザは，root権限を持っていなければなりません。

終了コード

0
正常終了しました。

1
処理中にエラーが発生しました。

使用例

1. vg01，vg02，vg03を ID=2のグループに登録します。
# habhd_regvg 2 vg01 vg02 vg03
20



2.　ユーザコマンド
habhd_unregvgコマンド

VGを制御グループから除外します。

構文
habhd_unregvg -g グループID
habhd_unregvg VG名[VG名．．．]

説明

指定された VGを制御グループから除外します。除外対象の VGを指定する方法は，-g
オプションを使用して制御グループ IDを指定する方法と，VGを個別に指定する方法の
二通りがあります。制御グループ IDを指定した場合は，その制御グループは VGがすべ
て除外され，VG未登録の状態になります。

-gオプションを使用した場合は，制御グループ IDに除外対象の VGが登録された制御グ
ループの IDを 0～ 19の値で指定します。なお，-gオプションを複数指定すると，最初
の一つが有効になり，以降は無視されます。また，-gオプションを指定する場合は，VG
名を指定しても効果はありません。

-gオプションを使用しない場合は，VG名に除外対象 VGの名称を表す文字列を指定し
ます。VG名は二つ以上指定することもできます。

このコマンドによって除外対象となった VGは，HA Boosterの制御対象から外れるだけ
であり，VG自体の構成は変化しません。

複数 VGが指定され，制御グループに登録されていない VGが含まれる場合は，この VG
についてだけエラーメッセージが表示され，それ以外の VGに対しては処理が行われま
す。

このコマンドを実行するユーザは，root権限を持っていなければなりません。

終了コード

0
正常終了しました。

1
処理中にエラーが発生しました。

使用例

1. vg01，vg02，vg03を制御グループから削除します。
# habhd_unregvg vg01 vg02 vg03

2. ID=2の制御グループに登録された VGをすべて除外します。
# habhd_unregvg -g 2
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2.　ユーザコマンド
habhd_chvgコマンド

制御グループのアクセス制御状態を変更します。

構文
habhd_chvg 制御グループID  モード

説明

制御グループ IDで指定されたグループのアクセス制御状態をモードで指定された内容に
従って変更します。制御グループ IDには，0～ 19の数字を指定します。モードには，
設定する状態に応じて，表 2-2に示す文字列を指定します。

表 2-2　制御グループのモードと文字列

このコマンドを実行するユーザは，root権限を持っていなければなりません。

終了コード

0
正常終了しました。

1
処理中にエラーが発生しました。

使用例

1. ID=1の制御グループをリード／ライト共に禁止した状態へ移行します。
# habhd_chvg 1 disable

2. ID=2の制御グループをリードだけ許可した状態へ移行します。
# habhd_chvg 2 ro

状態に指定する文字列 内容

rw リード／ライト共に許可します。

ro リードだけ許可します（ライト禁止）。

disable リード／ライト共に禁止します。
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2.　ユーザコマンド
habhd_lsvgコマンド

制御グループのアクセス制御状態および登録された VGの一覧を出力します。

構文
habhd_lsvg
habhd_lsvg 制御グループID
habhd_lsvg -v VG名 [VG名 ... ]

説明

指定された制御グループに登録された VG，または指定された VGについて，アクセス制
御状態を標準出力に出力します。

パラメタを省略すると，すべての制御グループについて，登録された VGの一覧ととも
に，制御グループのアクセス制御状態を標準出力に出力します。このとき，出力される
VGの一覧は，所属する制御グループ IDが小さい順に出力され，同一制御グループ内で
は登録順に (先に制御グループに登録された VGが先になるように )出力します。また，
1行につき一つの VGの情報を出力します。

制御グループ IDを 0～ 19の数字で指定すると，指定された制御グループに登録された
すべての VGについて，アクセス制御状態を標準出力に出力します。

-vオプションを指定した場合は，VG名に VGの名称を表す文字列を指定します。指定
された VGについて，登録先の制御グループとその制御グループのアクセス制御状態が
標準出力に出力されます。なお，VG名は複数個指定することもできます。

このコマンドを実行するユーザは，root権限を持っていなければなりません。

表示フォーマット

このコマンドの出力内容は，次に示す形式から構成されます。

CGPID Mode    Status  VGName
nn    sssssss sssssss ssssssss

表 2-3　表示パラメタ名称一覧

パラメタ名称 意味

CGPID 制御グループ ID(0～ 19)を出力します。

Mode アクセス制御状態。状態に応じて次の内容を表示します。
　
rw
リード／ライト共に許可
ro
リードだけ許可 (ライト禁止 )
disable
リード／ライト共に禁止
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2.　ユーザコマンド
終了コード

0
正常終了しました。

1
処理中にエラーが発生しました。

使用例

次に示す例は，ID=0～ 2の制御グループのアクセス制御状態と登録された VGの一覧を
出力しています。ここで，各制御グループの状態と，登録された VGは表 2-4の対応に
なっていると仮定します。

表 2-4　habhd_lsvg実行例での環境

1. ID=0の制御グループの状態を出力します。
% habhd_lsvg 0
CGPID Mode    Status  VGName
0     rw      valid   vg00
0     rw      valid   vg01
0     rw      valid   vg02

2. ID=1の制御グループの状態を出力します。
% habhd_lsvg 1
CGPID Mode    Status  VGName
1     ro      valid   vg03
1     ro      valid   vg04

Status アクセス制御が正常かどうかを診断した結果を出力します。
　
valid
アクセス制御が正常です。
invalid
異常が発生し，アクセス制御が無効になっています。
　
なお，-vオプションを指定しない場合は，VGが一つも登録されていない制御グ
ループに対しては，(none)が表示されます。
本欄に invalidが出力された場合は，該当 VGを habhd_unregvgで除外したあ
と，habhd_regvgで再登録することによって回復することができます。

VGName 登録された VGの VG名を出力します。-vオプション指定しない場合は，VGが
一つも登録されていない制御グループに対して，(none)が表示されます。

制御グループ ID アクセス制御状態 登録された VG

0 リード／ライト共に許可 vg00，vg01，vg02

1 リードだけ許可 (ライト禁止 ) vg03，vg04

2 リード／ライト共に禁止 (なし )

パラメタ名称 意味
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2.　ユーザコマンド
3. ID=2の制御グループの状態を出力します。
% habhd_lsvg 2
CGPID Mode     Status  VGName
2     disable  (none)  (none)

4. vg01の状態を出力します。
% habhd_lsvg -v vg01
CGPID Mode    Status  VGName
0     rw      valid   vg01
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2.　ユーザコマンド
habpn_stopコマンド

OS障害通知機能を一時停止します。

構文
habpn_stop [ -f ]

説明

監視対象としていたダンプデバイスの登録を解除し，OS障害通知機能を一時停止しま
す。複数の LANアダプタでリセットパスを冗長化している場合，ダンプデバイスの登録
解除に伴い，すべての LANアダプタの制御情報を削除します。このため，このコマンド
で OS障害通知機能を停止すると，habpn_restartコマンドで再開するまで OS障害を通
知しません。

このコマンドを実行するユーザは，root権限を持っていなければなりません。

このコマンドは，監視対象とするダンプデバイスを登録した状態であることを前提とし
ています。

-fフラグを指定しなかった場合，処理を続行するかどうかの応答メッセージを出力しま
す。「y」を入力した場合処理を続行し，「y」以外を指定した場合処理を終了します。

-fフラグを指定した場合，応答メッセージは出力しないで処理を続行します。このとき，
強制フラグを指定していたことをメッセージに出力します。

次に示す場合，メッセージを出力してエラー終了します。

• root権限のないユーザがこのコマンドを実行した。
• OS障害通知モジュールがローディングされていない。
• OS障害通知モジュールのバージョンがこのコマンドに対応していない。
• 監視対象とするダンプデバイスが登録されていない状態でこのコマンドを実行した。
• 引数に -f以外を指定した。
• このコマンドまたは habpn_restartコマンドの実行中に，このコマンドを実行した。
• 内部エラーが発生した。

注意事項

1. このコマンドの実行後，habpn_restartコマンドで OS障害通知機能を再開するまで
の間に，HAモニタのコマンドを実行しないでください。例えば，mondumpdevコマ
ンドで登録ダンプデバイス情報を変更する場合，habpn_restartコマンド実行後に，
mondumpdevコマンドを実行してください。habpn_restartコマンド実行前に
mondumpdevコマンドを実行した場合，OS障害通知モジュールに情報が正しく登録
されず，OS障害通知機能が正常に動作しません。
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2.　ユーザコマンド
終了コード

0
正常終了しました。

1
処理中にエラーが発生しました。
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2.　ユーザコマンド
habpn_restartコマンド

一時停止した OS障害通知機能を再開します。

構文
habpn_restart

説明

監視対象とするダンプデバイスの再登録を行い，OS障害通知機能を再開します。このコ
マンドは habpn_stopコマンドで OS障害通知機能を停止したあとに実行しなければなり
ません。habpn_stopコマンドで OS障害通知機能を停止しないでこのコマンドを実行し
た場合，エラーとなります。

再登録されるダンプデバイスの情報は，habpn_stopコマンドで OS障害通知機能を一時
停止する直前の情報を引き継ぎます。

このコマンドを実行するユーザは，root権限を持っていなければなりません。

このコマンドに引数を指定した場合，引数の指定を無視します。

次に示す場合，メッセージを出力してエラー終了します。

• habpn_stopコマンドで OS障害通知機能を停止していない状態で，このコマンドを実
行した。

• root権限のないユーザがこのコマンドを実行した。
• OS障害通知モジュールがローディングされていない。
• OS障害通知モジュールのバージョンがこのコマンドに対応していない。
• ダンプデバイスまたはシリアルポートが見つからない※。
• 未サポートのアダプタを使用した。
• habpn_stopまたはこのコマンドの実行中に，このコマンドを実行した。
• 内部エラーが発生した。

注※
habpn_stopコマンドを実行したときと同じ状態でない場合エラーとなる（登録
済みのダンプデバイスを削除した場合などはエラーとなる）。

注意事項

1. このコマンドの実行後，出力された KAIX037-Sメッセージと KAIX038-Sメッセー
ジの詳細情報が同じであることを確認し，一時停止前（habpn_stopコマンドの実行
前）の情報で OS障害通知機能が有効となっているかどうかを確認してください。

終了コード

0
正常終了しました。
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2.　ユーザコマンド
1
処理中にエラーが発生しました。
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2.　ユーザコマンド
コマンド使用上の注意

●制御グループに登録した VGに対して， VGの構成にかかわる操作（論理ボリュームの
構成変更や VGの拡張など）はできません。操作する場合は，必ず制御グループから
VGを除外したあとに行い，操作後に制御グループに再登録する必要があります。グ
ループに登録された状態でこれらの操作を行った場合，処理が失敗するか，障害とし
てエラーログに報告されることがあります。

●ファイルシステムを含む VGを制御グループには登録できません。制御対象 VGに
ファイルシステムが含まれると，ライト禁止状態に移行した場合にファイルシステム
の管理情報が更新できなくなって，ファイルシステムの整合性が損なわれます。

●制御グループに登録した VGに対し，open()サブルーチンによる新規ファイルディス
クリプタの取得や，close()サブルーチンによる取得済みディスクリプタの破棄は，ア
クセス制御状態にかかわらずできます。
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3　 インストールと環境設定
この章では，HA Boosterのインストール，環境設定，アンイ
ンストールの方法について説明します。

3.1　インストールとアンインストールに関する手順の概要

3.2　日立 PPインストーラの使用方法

3.3　インストール

3.4　環境設定

3.5　アンインストール
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3.　インストールと環境設定
3.1　インストールとアンインストールに関する
手順の概要

HA Boosterのインストールおよびアンインストールは，日立 PPインストーラを使用し
てください。インストールおよびアンインストールに関する手順の概要を次に示します。   

（1） インストールに関する手順の概要

インストールに関する手順を次に示します。

1. HA Boosterのインストール

2. 環境設定

3. AIXの再起動

（2） アンインストールに関する手順の概要

アンインストールに関する手順を次に示します。

1. HA Boosterのアンインストール

2. AIXの再起動
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3.　インストールと環境設定
3.2　日立 PPインストーラの使用方法

日立 PPインストーラの使用方法を次に示します。

（1） ログイン

日立 PPインストーラは，スーパーユーザ以外では実行できません。このため，インス
トール対象のマシンにスーパーユーザでログインしてください。

（2） 日立 PPインストーラの起動

CD-ROM媒体とテープ媒体では，日立 PPインストーラの起動手順が違います。なお，
日立 PPインストーラは提供媒体に格納されています。また，実行に当たっては，次の点
にご注意ください。

• デバイススペシャルファイル名や CD-ROMのマウントディレクトリは，OS，ハード
および環境によって異なりますので，マニュアルおよびご使用環境などを確認のうえ
実行してください。

• 日立 PPインストーラ実行時の言語種別と実行するターミナルの言語を一致させてお
く必要があります。

（a）CD-ROMからの起動

1. CD-ROMファイルシステムのマウント
CD-ROM媒体の場合は，初めに CD-ROMファイルシステムをマウントする必要があ
ります。マウントするためには，次に示すコマンドを入力します。
mount  -r -v cdrfs  /dev/cd0  /cdrom

注
下線部のデバイススペシャルファイル名および CD-ROMファイルシステムのマ
ウントディレクトリ名は，環境によって違いますので，ご注意願います。

2. CD-ROMセットアッププログラムの起動
CD-ROMセットアッププログラムが日立 PPインストーラと常駐プロセス自動起動プ
ログラムをハードディスク上にインストールし，日立 PPインストーラを自動的に起
動します。
/cdrom/aix/setup  /cdrom
 

CD-ROMのディレクトリ名やファイル名は，マシン環境によっては記述した内容と
表示が異なることがあります。lsコマンドで確認のうえ，表示されたファイル名をそ
のまま入力してください。
なお，すでに CD-ROMセットアッププログラムを実行し，日立 PPインストーラが
ハードディスク上にある場合は，直接日立 PPインストーラ（/etc/hitachi_setup）を
起動してください。
/etc/hitachi_setup  -i  /cdrom 
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3.　インストールと環境設定
注
下線部にはご使用になる CD-ROMのマウントディレクトリ名を指定してくださ
い。

（b）テープ媒体からの起動

1. 日立 PPインストーラの取り出し
日立 PPインストーラおよび常駐プロセス自動起動プログラムの取り出しテープ媒体
の場合は，初めに日立 PPインストーラを取り出す必要があります。日立 PPインス
トーラを取り出すためにはテープ媒体を媒体装置にセットし，次に示すコマンドを入
力します。
tar  xf  /dev/rmt0
 

この結果，次に示す二つのファイルを取り出すことができます。
/etc/hitachi_setup（日立PPインストーラ）
/etc/hitachi_start （常駐プロセス自動起動プログラム）
 

2. 日立 PPインストーラの起動
/etc/hitachi_setup  -i  /dev/rmt0

注
下線部にはご使用になるテープのデバイススペシャルファイル名を指定してくだ
さい。
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3.　インストールと環境設定
3.3　インストール

3.3.1　インストールの手順
日立 PPインストーラまたは CD-ROMセットアッププログラムを，提供媒体を指定して
起動します。提供媒体を媒体装置にセットしておいてください。

メインメニューで「I」を選択すると，次に示す PPインストール画面が表示されます。

インストールしたい PPにカーソルを移動させ，スペースキーで選択します。選択した
PPの左側には，「<@>」が表示されます。このとき，複数の PPを選択することもでき
ます。

続いて，「I」を入力すると，最下行に次のメッセージが表示されます。

「Install PP? (y: install,  n: cancel)==>Install PP? (y: install,  n: cancel)==>Install PP? (y: install,  n: cancel)==>Install PP? (y: install,  n: cancel)==>　　　　」

ここで，「y」または「Y」を選択するとインストールが開始されます。「n」または「N」
を選択すると，インストールが中止され PPインストール画面に制御が戻ります（実際に
は，「y」または「Y」以外のキーの入力は，すべて中止として扱います）。

「Q」を入力すると，メインメニューに戻ります。

3.3.2　インストール時の注意事項
（1） インストール先

HA Boosterを構成する各ファイルは，日立 PPインストーラによってあらかじめ定めら
れたディレクトリ /opt/hitachi/habooster/ の下に展開されます。HA Boosterはこの場所
に各ファイルが配置されていることを前提に作られているため，このディレクトリの内
容が別の場所に移動された場合の動作は保証いたしません。

（2） インストール順序

必ず前提バージョンのHAモニタをインストールしてからHA Boosterをインストール
してください。
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3.　インストールと環境設定
（3） 再起動

HA Boosterのインストール後，システムを再起動する必要があります。インストール
後，すぐアンインストールする場合もシステムの再起動が必要です。詳細については，
「3.5.2 　アンインストール時の注意事項」を参照ください。

（4） 既に HA Boosterがインストールされたシステムへの，新たな HA 
Boosterのインストール

バージョンアップなどにより，既に HA Boosterがインストールされたシステムに，新た
に HA Boosterをインストールする場合は，一旦，インストール済みの HA Boosterをア
ンインストールして，システムを再起動した後に，新しい HA Boosterをインストールす
る必要があります。アンインストール手順の詳細については，「3.5.1 アンインストール
の手順」を参照ください。
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3.　インストールと環境設定
3.4　環境設定
HA Boosterの環境設定は，HA Boosterのインストール後，次の順序で進めます。

1. 制御グループへの VG登録
2. 自動起動の設定

（1） 制御グループへの VG登録

VGのアクセス制御をするためには，habhd_regvgコマンドによって制御グループへの
VG登録が必要です。また，habhd_chvgコマンドによってアクセス制御の設定も必要に
応じて実施してください。

AIX起動時に毎回アクセス制御を有効にするための設定については，(2)を参照くださ
い。

（2） 自動起動の設定

HA Boosterは，VGへのアクセス制御を AIX起動時に自動的に有効になるよう設定でき
ます。

制御グループに対するアクセス制御の設定および VGの制御グループへの登録は，ディ
レクトリ /opt/hitachi/habooster/startup/の下に，スクリプトファイル startupを置き，
これに処理の記述を追加することでできます。追加方法については，/opt/hitachi/
habooster/samples/の下に，図 3-1に示す startupの記述例がありますので，これを参
考にしてください。

図 3-1　startupスクリプトの記述例

以下では図 3-1のとおりに設定をしたものとして説明します。

AIX起動時の，HA Boosterに関連した処理の流れは次のとおりです。

1. AIXが起動されます。
2. AIX起動時に実行されるスクリプトファイルが，HA Boosterのロードと初期化をし
ます。ここで制御グループが生成されます。各制御グループの初期状態はどれも
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3.　インストールと環境設定
disableで，VGは何も登録されていません。
3. 初期化終了後に，ユーザが編集した startupを呼び出して制御グループに対するアク
セス制御の設定，VGの共有モードでの varyonおよび制御グループへの登録を実行
します。まず，図 3-1のスクリプト内の (i)が実行され，制御グループのアクセス属
性が設定されます。
例では，制御グループ #0に ro (Read Only)が，#1および #2には rw(Read/Write)が
設定されていますが，HAモニタで制御する場合は特に記述する必要はありません。

4. 次に図 3-1の (ii)が実行され，VGの制御グループへの登録をします。
例では，VG01を制御グループ 0に，VG02，VG03を制御グループ 1に，それぞれ
登録しています。

4.の結果，VG01には HA Boosterによってリードオンリーのアクセス制限が設定されま
す。VG02，VG03は現在リード，ライト共に制限されていませんが，HAモニタが HA 
Boosterの機能を呼び出して制御グループ 1のアクセス制御モードを変更することによっ
て，一括して制限を設定できます。

HAモニタと連携する場合には，HAモニタの設定に用いる serversファイルの diskオ
ペランドに記述していた VGをこの startupファイルに制御グループごとに記述するこ
ととなります。また，HAモニタに指定していた VGの代わりに制御グループ番号を
serversの指定されたオペランドに記述する必要があります。具体的な serversの記述の
方法については，マニュアル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ」を参照ください。

（3） OS障害通知機能の設定

HA Boosterでは，OS障害通知機能を利用するための，特別な設定は必要ありませんが，
HAモニタでの設定が必要となります。HAモニタの設定方法詳細については，マニュア
ル「高信頼化システム監視機能 HAモニタ」を参照してください。
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3.　インストールと環境設定
3.5　アンインストール

3.5.1　アンインストールの手順
PPをアンインストールするためには，次に示すコマンドを入力してください。

/etc/hitachi_setup

メインメニューで「D」を選択すると，PPアンインストール画面が表示されます。

アンインストールしたい PPにカーソルを移動させ，スペースキーで選択します。選択し
た PPの左側には，「<@>」が表示されます。このとき，複数の PPを選択することもで
きます。

続いて，「D」を入力すると，最下行に次のメッセージが表示されます。

「Delete PP? (y: delete,  n: cancel)==>Delete PP? (y: delete,  n: cancel)==>Delete PP? (y: delete,  n: cancel)==>Delete PP? (y: delete,  n: cancel)==>　　　　」

ここで，「y」または「Y」を選択すると PPアンインストールが開始されます。「n」また
は「N」を選択すると，PPのアンインストールが中止され PPアンインストール画面に
制御が戻ります（実際には，「y」または「Y」以外のキーの入力は，すべて中止として扱
います）。

「Q」を入力すると，メインメニューに戻ります。

3.5.2　アンインストール時の注意事項
（1） アンインストール時の前提

HA Boosterは，アンインストール中にアクセス制御機能が使用されることを防ぐため，
アンインストール前に機能を閉塞します。このためインストール直後など，機能が有効
になっていない場合はアンインストールできません。この場合，システムを再起動して
ください。

また，HA Boosterをアンインストールする場合，アンインストール前に，HAモニタを
停止させておく必要があります。
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3.　インストールと環境設定
（2） 制御グループからの VG除外

HA Boosterのアンインストールの前に，すべての VGが制御グループから除外され，ア
クセス制御の対象 VGがない状態である必要があります。制御グループに VGが登録さ
れている場合，日立 PPインストーラを用いた HA Boosterのアンインストール処理は失
敗します。

（3） 定義ファイル

HA Boosterをアンインストールすると，/opt/hitachi/habooster/ の下のファイルはすべ
てアンインストールされます。定義ファイルなど残しておきたいファイルがある場合に
は，事前にバックアップを取ってください。

（4） アンインストール後の再起動

AIXを再起動してください。バージョンアップなどでアンインストール直後に再インス
トールする際にも，同様にいったん再起動が必要です。
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4　 メッセージ
この章では，HA Boosterが出力するメッセージについて説明
します。

4.1　メッセージ IDのあるメッセージ

4.2　エラーログに出力されるメッセージ
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4.　メッセージ
4.1　メッセージ IDのあるメッセージ

4.1.1　メッセージの出力形式メッセージの出力形式メッセージの出力形式メッセージの出力形式

（1） コマンド実行時のメッセージの出力形式

ユーザコマンド実行時に出力されるメッセージ IDのあるメッセージの形式を次に示しま
す。

　　KAIXnnn-i %s xx....xx
　

KAIX：VG制御機能または OS障害通知機能のメッセージであることを示します。   

i：メッセージの種別を示します。
S：正常に処理された通知です。
E：エラーが発生した通知です。
Q：確認を促す通知です。

%s：実行されたコマンド名です。

xx....xx：メッセージテキストです。日本語と英語のどちらかが表示されます。
日本語を選択する場合は LANG環境変数に「Ja_JP」を，英語を選択する場合は
LANG環境変数に「Ja_JP」以外を設定します。
なお，日本語を選択しても，英語のメッセージテキストしか出力されない場合もあ
ります。syslogには，英語だけが出力されます。

4.1.2　メッセージの記述形式メッセージの記述形式メッセージの記述形式メッセージの記述形式
このマニュアルでの記述形式を次に示します。なお，各メッセージテキストに含まれる
斜体部分は該当するコマンドのパラメタが表示されます。

　

（形式 1）メッセージテキストが日本語か，英語のどちらかの場合

KAIXnnn-iKAIXnnn-iKAIXnnn-iKAIXnnn-i

［日本語］

日本語のメッセージテキスト

［英語］

英語のメッセージテキスト
メッセージが表示された要因を示します。
Ｓ：メッセージ表示後に HA Boosterがする処置を示します。
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4.　メッセージ
Ｏ：システム管理者がとる処置を示します。

　

（形式 2）日本語を選択しても，英語のメッセージテキストしか出力されない場合

KAIXnnn-iKAIXnnn-iKAIXnnn-iKAIXnnn-i

英語のメッセージテキスト
メッセージが表示された要因を示します。
Ｓ：メッセージ表示後にHA Boosterがする処置を示します。
Ｏ：システム管理者がとる処置を示します。

4.1.3　VG制御機能実行時のメッセージ

KAIX001-SKAIX001-SKAIX001-SKAIX001-S
Volume Group 'VGName' has been registered to Control Group CGPID.

制御グループへ VGを登録しました。
Ｓ：処理を続行します。
Ｏ：対処の必要はありません。

KAIX002-SKAIX002-SKAIX002-SKAIX002-S
Volume Group 'VGName' has been unregistered.

制御グループから VGを除外しました。
Ｓ：処理を続行します。
Ｏ：対処の必要はありません。

KAIX003-SKAIX003-SKAIX003-SKAIX003-S
Control Group CGPID has changed into Mode mode.

制御グループのアクセス制御状態を変更しました。
Ｓ：処理を続行します。
Ｏ：対処の必要はありません。

KAIX004-EKAIX004-EKAIX004-EKAIX004-E

［日本語］

制御グループ ID'CGPID'は不正です。

［英語］

Invalid Control Group ID 'CGPID'.
不正な制御グループ IDが指定されました。
Ｓ：処理を中止します。
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Ｏ：正しい制御グループ IDを指定し，失敗したコマンドを再実行してください。

KAIX005-EKAIX005-EKAIX005-EKAIX005-E

［日本語］

ボリュームグループ 'VGName'は存在しないか，または varyoff状態です。

［英語］

'VGName' does not exist or is varied off.
存在しないか varyoff状態の VGが指定されました。
Ｓ：該当 VGを無視して処理を続行します。
Ｏ：varyon状態の VG名を正しく指定し，失敗したコマンドを再実行してください。

KAIX006-EKAIX006-EKAIX006-EKAIX006-E

［日本語］

ボリュームグループ 'VGName'は制御グループに登録済みです。

［英語］

Volume Group 'VGName' is already registered.
制御グループに登録済みの VGを登録しようとしました。
Ｓ：該当 VGを無視して処理を続行します。
Ｏ：habhd_unregvgコマンドで該当 VGをいったん制御グループから除外したあと，失
敗したコマンドを再実行してください。

KAIX007-EKAIX007-EKAIX007-EKAIX007-E

［日本語］

メモリ不足です。

［英語］

Insufficient memory.
内部テーブル用のメモリが不足しました。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：保守員に連絡してください。

KAIX008-EKAIX008-EKAIX008-EKAIX008-E

［日本語］

ボリュームグループ 'VGName'は制御グループに未登録です。

［英語］

Volume Group 'VGName' is not registered.
対象 VGが制御グループに未登録です。
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Ｓ：該当 VGを無視して処理を続行します。
Ｏ：制御グループに登録済みの VG名を正しく指定し，失敗したコマンドを再実行して
ください。

KAIX009-EKAIX009-EKAIX009-EKAIX009-E

［日本語］

アクセス制御状態 'Mode'は不正です。

［英語］

Invalid Mode 'Mode' specified.
アクセス制御状態に不正な値が指定されました。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：アクセス制御状態を正しく指定し，失敗したコマンドを再実行してください。

KAIX010-EKAIX010-EKAIX010-EKAIX010-E

［日本語］

HA Booster Packは利用可能な状態ではありません。

［英語］

HA Booster Pack is not available.
HA Boosterが機能停止中に利用されました。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：システムを再起動してください。

KAIX011-EKAIX011-EKAIX011-EKAIX011-E

［日本語］

HA Booster Pack 内部エラーです。code='Code'

［英語］

HA Booster Pack internal error. code='Code'
HA Booster内部で予期しないエラーが発生しました。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：保守員に連絡してください。

KAIX012-EKAIX012-EKAIX012-EKAIX012-E

［日本語］

登録可能な VGの最大値に達しています。

［英語］

No more Volume Groups can be registered.
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登録可能な VG数を超えています。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：habhd_unregvgコマンドを用いて，不要な VGを除外してください。問題が続く場
合は，保守員に連絡してください。

KAIX013-EKAIX013-EKAIX013-EKAIX013-E

［日本語］

HA Booster Packがロードされていません。

［英語］

HA Booster Pack is not loaded.
HA Boosterが起動していません。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：インストーラのログを参照し，HA Boosterが正しくインストールされていることを
確認して，システムを再起動してください。

KAIX014-EKAIX014-EKAIX014-EKAIX014-E

［日本語］

HA Booster Packが既にロード済みであるか，あるいは，利用可能な状態ではありません。

［英語］

HA Booster Pack is already loaded or is not available.
HA Boosterが起動済み，または，機能停止中です。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：システムを再起動してください。

KAIX015-EKAIX015-EKAIX015-EKAIX015-E

［日本語］

HA Booster Pack 内部エラーです。errno='Code'

［英語］

HA Booster Pack internal error. errno='Code'
HA Booster内部で予期しないエラーが発生しました。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：保守員に連絡してください。

KAIX016-EKAIX016-EKAIX016-EKAIX016-E

［日本語］

本コマンドを実行する権限がありません。

［英語］
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Operation is not permitted.
root権限を持たないユーザがコマンドを実行しました。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：root権限を持ったユーザで再実行してください。

KAIX017-EKAIX017-EKAIX017-EKAIX017-E

［日本語］

'VGName' は制御グループに登録できません。

［英語］

'VGName' cannot be registered to any Control Group.
制御グループへの登録対象として rootvgを指定しました。
Ｓ：この VGを無視して処理を続行します。
Ｏ：rootvg以外の VGを指定し，失敗したコマンドを再実行してください。

KAIX018-SKAIX018-SKAIX018-SKAIX018-S
HA Booster Pack has been loaded successfully.

HA Boosterが正常にロードされました。
Ｓ：処理を続行します。
Ｏ：対処の必要はありません。

KAIX019-SKAIX019-SKAIX019-SKAIX019-S
HA Booster Pack has been terminated successfully.

HA Boosterが正常に機能停止しました。
Ｓ：処理を続行します。
Ｏ：対処の必要はありません。

KAIX020-EKAIX020-EKAIX020-EKAIX020-E

［日本語］

制御グループにボリュームグループが登録されたままです。

［英語］

Some Control Groups have registered Volume Groups.
制御グループに VGが登録された状態でアンインストールしようとしました。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：habhd_unregvgコマンドを用いて VGを制御グループから除外し，再実行してくだ
さい。
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4.1.4　OS障害通知機能実行時のメッセージ

KAIX033-EKAIX033-EKAIX033-EKAIX033-E

［日本語］

OS障害通知モジュールがローディングされていません。

［英語］

OS Panic Notify module was not loaded.
OS障害通知モジュールがローディングされていません。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：HAモニタを起動して再実行してください。

KAIX034-EKAIX034-EKAIX034-EKAIX034-E

［日本語］

OS障害通知モジュールで内部エラーが発生しました。errno=%d，code=%d¥n

［英語］

OS Panic Notify module Internal error. errno=%d，code=%d¥n
OS障害通知モジュールで内部エラーが発生しました。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：保守員に連絡してください。

KAIX036-EKAIX036-EKAIX036-EKAIX036-E

［日本語］

本コマンドを実行する権限がありません。

［英語］

Operation is not permitted.
root権限を持たないユーザがコマンドを実行しました。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：root権限を持ったユーザで再実行してください。

KAIX037-SKAIX037-SKAIX037-SKAIX037-S

［日本語］

OS障害通知機能を停止しました。詳細情報

［英語］

OS Panic Notify function was stopped.詳細情報
OS障害通知機能を停止しました。
Ｓ：処理を続行します。
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Ｏ：対処の必要はありません。
詳細情報には次の情報が出力されます。ダンプデバイス名以外の情報は最大四つ出力さ
れます。何も指定されていないデバイス情報は出力されません。
• primary=1次ダンプデバイス名
• secondary=2次ダンプデバイス名

出力先がシリアルポートの場合は，次の情報が出力されます。
• busaddr=シリアルポートのバスアドレス
• busid=ISAバスのバス ID

出力先が etherポートの場合は，次の情報が出力されます。
• netifname=出力先 ethernetのインタフェース名
• srcaddr=自ホスト IPアドレス
• dstaddr=送信先ホストの IPアドレス
• port=ポート番号

KAIX038-SKAIX038-SKAIX038-SKAIX038-S

［日本語］

OS障害通知機能を再開しました。詳細情報

［英語］

OS Panic Notify function was restarted.詳細情報
OS障害通知機能を再開しました。
Ｓ：処理を続行します。
Ｏ：対処の必要はありません。
詳細情報には次の情報が出力されます。ダンプデバイス名以外の情報は最大四つ出力さ
れます。何も指定されていないデバイス情報は出力されません。
• primary=1次ダンプデバイス名
• secondary=2次ダンプデバイス名

出力先がシリアルポートの場合は，次の情報が出力されます。
• busaddr=シリアルポートのバスアドレス
• busid=ISAバスのバス ID

出力先が etherポートの場合は，次の情報が出力されます。
• netifname=出力先 ethernetのインタフェース名
• srcaddr=自ホスト IPアドレス
• dstaddr=送信先ホストの IPアドレス
• port=ポート番号

KAIX039-EKAIX039-EKAIX039-EKAIX039-E

［日本語］
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OS障害通知モジュールが対応バージョンではありません。

［英語］

OS Panic Notify module is not a supported version.
OS障害通知モジュールが対応バージョンではありません。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：HA Boosterのインストール手順を確認し，対応バージョンをインストールしてくだ
さい。

KAIX040-EKAIX040-EKAIX040-EKAIX040-E

［日本語］

OS障害通知機能が開始されていません。

［英語］

OS Panic Notify function has not been started.
監視対象とするダンプデバイスを登録していない状態でコマンドを実行しました。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：監視対象とするダンプデバイスを登録してから，再実行してください。

KAIX041-EKAIX041-EKAIX041-EKAIX041-E

［日本語］

OS障害通知機能が停止されていません。

［英語］

OS Panic Notify function has not been stopped.
OS障害通知機能を停止しないで habpn_restartコマンドを実行しました。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：habpn_stopコマンドで OS障害通知機能を停止してから再実行してください。

KAIX042-EKAIX042-EKAIX042-EKAIX042-E

［日本語］

ダンプデバイスまたはシリアルポートが見つかりません。またはサポート対象外のアダプタを
使用しています。

［英語］

Dump device or serial port is not found. Or the adapter is not supported.
ダンプデバイスまたはシリアルポートの状態が正しくありません。またはサポート対象
外のアダプタを使用しています。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：ダンプデバイス，シリアルポートの状態，およびアダプタのサポート状況を確認し，
再実行してください。
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KAIX043-QKAIX043-QKAIX043-QKAIX043-Q

［日本語］

OS障害通知機能を停止します。よろしいですか？ [y/n]

［英語］

OS Panic Notify function will be stopped. Are you sure?[y/n]
処理を続行するかどうかを確認します。
Ｓ：処理を一時停止します。
Ｏ：処理を続行する場合は，「y」キーを押してください。処理を中断する場合は「y」
キー以外のキーを押してください。

KAIX044-EKAIX044-EKAIX044-EKAIX044-E

［日本語］

他のコマンドが実行中です。

［英語］

Another command is running.
ほかのコマンド実行中に，habpn_stopまたは habpn_restartコマンドを実行しました。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：ほかのコマンドの実行が終わってから，再実行してください。

KAIX045-EKAIX045-EKAIX045-EKAIX045-E

［日本語］

他のプロセスによって ODMがロックされています。

［英語］

ODM is locked by another process.
ほかのプロセスがすでに ODM（Object Data Manager）をロックしていました。
Ｓ：処理を中止します。
Ｏ：ODMをロックしているプロセスの終了を待って，再実行してください。
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4.2　エラーログに出力されるメッセージ
VG制御機能のユーザコマンドを実行したときにエラーログへ出力される内容を表 4-1に
示します。なお，表中の "%s"は操作対象 VGのスペシャルファイル名を表し，"%x"は
登録先の制御グループ IDまたはアクセス制御状態を示す数値を表します。

エラーログへ出力されるメッセージも，日本語と英語のどちらかが表示されます。

日本語を選択する場合は LANG環境変数に「Ja_JP」を，英語を選択する場合は LANG
環境変数に「Ja_JP」以外を設定します。LANG環境変数より優先度の高いロケール環
境変数が設定されている場合は，その設定に従います。

表 4-1　エラーログに出力されるメッセージ

メッセージ 備考

日本語 英語

ラベルラベルラベルラベル ::::          HABHD_ERR1
クラスクラスクラスクラス ::::          S
タイプタイプタイプタイプ ::::          INFO
リソース名リソース名リソース名リソース名 ::::      HA Booster
説明説明説明説明
日立 HA Boosterのエラー：メモリの割り
当てに失敗しました。
　
考えられる原因考えられる原因考えられる原因考えられる原因
xmalloc()カーネルサービスの処理が失敗
しました。
　
ユーザ側の原因ユーザ側の原因ユーザ側の原因ユーザ側の原因
不明
　
望ましい処置望ましい処置望ましい処置望ましい処置
保守員に連絡してください。
　
詳細データ詳細データ詳細データ詳細データ
不明

LABEL:LABEL:LABEL:LABEL:          HABHD_ERR1
Class:Class:Class:Class:            S
Type:Type:Type:Type:            INFO
Resource Name:Resource Name:Resource Name:Resource Name:  HA Booster
DescriptionDescriptionDescriptionDescription
Hitachi HA Booster Error: Memory 
allocation fault.
　
Probable CausesProbable CausesProbable CausesProbable Causes
xmalloc() kernel service failed.
　
User CausesUser CausesUser CausesUser Causes
NONE
　
Recommended ActionsRecommended ActionsRecommended ActionsRecommended Actions
Contact Service Person.
　
Detail DataDetail DataDetail DataDetail Data
NONE

初期化時のメ
モリ確保で失
敗したときに
出力されます。
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ラベルラベルラベルラベル ::::          HABHD_ERR2
クラスクラスクラスクラス ::::          S
タイプタイプタイプタイプ ::::          INFO
リソース名リソース名リソース名リソース名 ::::      HA Booster
説明説明説明説明
日立 HA Boosterのエラー：登録可能なボ
リューム・グループ数を超えています。
　
考えられる原因考えられる原因考えられる原因考えられる原因
登録された VG数が上限に達しています。
　
ユーザ側の原因ユーザ側の原因ユーザ側の原因ユーザ側の原因
制御グループに登録されたボリューム・
グループを除外しないで削除・再構築し
ました。
　
望ましい処置望ましい処置望ましい処置望ましい処置
システムを再起動してください。
　
詳細データ詳細データ詳細データ詳細データ
制御グループ ID
%x
ボリューム・グループ (スペシャルファイ
ル名 )
%s

LABEL:LABEL:LABEL:LABEL:          HABHD_ERR2
Class:Class:Class:Class:            S
Type:Type:Type:Type:            INFO
Resource Name:Resource Name:Resource Name:Resource Name:  HA Booster
DescriptionDescriptionDescriptionDescription
Hitachi HA Booster Error:Too many 
Volume Group were registered.
　
Probable CausesProbable CausesProbable CausesProbable Causes
The number of registered Volume 
Group has exceeded limit.
　
User CausesUser CausesUser CausesUser Causes
Some Volume Groups registered to 
Control Group was destroyed and 
re-created without unregistration.
　
Recommended ActionsRecommended ActionsRecommended ActionsRecommended Actions
Restart this computer.
　
Detail DataDetail DataDetail DataDetail Data
Control Group ID
%x
Volume Group(Special File Name)
%s

登録可能な VG
の最大数を超
えて登録しよ
うとした場合
に出力されま
す。

メッセージ 備考

日本語 英語
53



4.　メッセージ
ラベルラベルラベルラベル ::::          HABHD_ERR3
クラスクラスクラスクラス ::::          S
タイプタイプタイプタイプ ::::          INFO
リソース名リソース名リソース名リソース名 ::::      HA Booster
説明説明説明説明
日立 HA Boosterのエラー：ボリューム・
グループを制御グループに登録できませ
ん。
　
考えられる原因考えられる原因考えられる原因考えられる原因
ボリューム・グループのメジャーデバイ
ス番号を取得できません。ボリューム・
グループは制御グループに登録済みです。
指定された制御グループ IDが不正です。
指定されたボリューム・グループは登録
が禁止されています。
　
ユーザ側の原因ユーザ側の原因ユーザ側の原因ユーザ側の原因
存在しない，varyoff状態，または登録が
禁止されているボリューム・グループを
指定しました。不正な制御グループ IDを
指定しました。ボリューム・グループの
登録を重複して行いました。
　
望ましい処置望ましい処置望ましい処置望ましい処置
varyon状態かつ制御グループに未登録の
ボリューム・グループおよび制御グルー
プ IDを正しく指定してください。
　
詳細データ詳細データ詳細データ詳細データ
制御グループ ID
%x
ボリューム・グループ (スペシャルファイ
ル名 )
%s

LABEL:LABEL:LABEL:LABEL:          HABHD_ERR3
Class:Class:Class:Class:          S
Type:Type:Type:Type:           INFO
Resource Name:Resource Name:Resource Name:Resource Name:  HA Booster
DescriptionDescriptionDescriptionDescription
Hitachi HA Booster Error:Cannot 
register the specified Volume group.
　
Probable CausesProbable CausesProbable CausesProbable Causes
The major device number of the 
specified Volume Group could not be 
retrieved. The Specified Volume Group 
has been already registered. The 
specified Control Group ID was invalid. 
The registration of the specified Volume 
Group was forbidden.
　
User CausesUser CausesUser CausesUser Causes
The Volume Group which does not 
exist/is varied off/is forbidden to 
register was specified. Invalid Control 
Group ID was specified. Duplicated 
registration was made.
　
Recommended ActionsRecommended ActionsRecommended ActionsRecommended Actions
Specify correct Control group ID and 
name of the Volume Group, which is 
varied on and not registered to any 
Control Group.
　
Detail DataDetail DataDetail DataDetail Data
Control Group ID
%x
Volume Group(Special File Name)
%s

上位アプリ
ケーション
（HAモニタ）
の設定，ある
いは
habhd_regvg,
habhd_lsvgコ
マンドで次に
示す状況が発
生したときに
出力されます。
(1)存在しな
い，または
varyoff状態の
VGが指定され
たとき
(2)不正な制御
グループ IDが
指定されたと
き
(3)制御グルー
プに登録済み
の VGが指定
されたとき
(4)登録を禁止
された VG
（rootvgなど）
が指定された
とき

メッセージ 備考

日本語 英語
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ラベルラベルラベルラベル ::::          HABHD_ERR4
クラスクラスクラスクラス ::::          S
タイプタイプタイプタイプ ::::          INFO
リソース名リソース名リソース名リソース名 ::::      HA Booster
説明説明説明説明
日立 HA Boosterのエラー：ボリューム・
グループを制御グループから除外できま
せん。
　
考えられる原因考えられる原因考えられる原因考えられる原因
ボリューム・グループのメジャーデバイ
ス番号を取得できません。ボリューム・
グループは制御グループに登録されてい
ません。
　
ユーザ側の原因ユーザ側の原因ユーザ側の原因ユーザ側の原因
存在しないボリューム・グループを指定
しました。除外が重複して行われました。
　
望ましい処置望ましい処置望ましい処置望ましい処置
制御グループに登録されたボリューム・
グループを正しく指定してください。
　
詳細データ詳細データ詳細データ詳細データ
ボリューム・グループ (スペシャルファイ
ル名 )
%s

LABEL:LABEL:LABEL:LABEL:          HABHD_ERR4
Class:Class:Class:Class:            S
Type:Type:Type:Type:            INFO
Resource Name:Resource Name:Resource Name:Resource Name:  HA Booster
DescriptionDescriptionDescriptionDescription
Hitachi HA Booster Error:Cannot 
unregister the specified Volume Group.
　
Probable CausesProbable CausesProbable CausesProbable Causes
The major device number of the 
specified Volume Group could not be 
retrieved. The specified Volume Group 
was not registered to any control group.
　
User CausesUser CausesUser CausesUser Causes
The specified Volume Group does not 
exist. Duplicated unregistration was 
made.
　
Recommended ActionsRecommended ActionsRecommended ActionsRecommended Actions
Specify the correct name of the Volume 
Group, which is registered to the any 
Control Group.
　
Detail DataDetail DataDetail DataDetail Data
Volume Group(Special File Name)
%s

habhd_unregv
gコマンドで
次に示す状況
が発生したと
きに出力され
ます。
(1)存在しない
VGが指定され
たとき
(2)制御グルー
プに未登録の
VGが指定され
たとき

メッセージ 備考

日本語 英語
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ラベルラベルラベルラベル ::::          HABHD_ERR5
クラスクラスクラスクラス ::::          S
タイプタイプタイプタイプ ::::          INFO
リソース名リソース名リソース名リソース名 ::::      HA Booster
説明説明説明説明
日立 HA Boosterのエラー：アクセス制御
状態を変更できません。
　
考えられる原因考えられる原因考えられる原因考えられる原因
制御グループ IDが不正です。アクセス制
御状態を表す値が不正です。
　
ユーザ側の原因ユーザ側の原因ユーザ側の原因ユーザ側の原因
制御グループ IDが不正です。アクセス制
御状態を表す値が不正です。
　
望ましい処置望ましい処置望ましい処置望ましい処置
制御グループ IDおよびアクセス制御状態
の値を正しく指定してください。
　
詳細データ詳細データ詳細データ詳細データ
制御グループ ID
%x
アクセス制御状態の値
%x

LABEL:LABEL:LABEL:LABEL:          HABHD_ERR5
Class:Class:Class:Class:            S
Type:Type:Type:Type:            INFO
Resource Name:Resource Name:Resource Name:Resource Name:  HA Booster
DescriptionDescriptionDescriptionDescription
Hitachi HA Booster Error:Cannot 
change access control status of the 
specified Control Group.
　
Probable CausesProbable CausesProbable CausesProbable Causes
Invalid Control Group ID was specified. 
Invalid value was specified as access 
control status.
　
User CausesUser CausesUser CausesUser Causes
Invalid Control Group ID was specified. 
Invalid value was specified as access 
control status.
　
Recommended ActionsRecommended ActionsRecommended ActionsRecommended Actions
Specify correct control group ID and 
access control status value.
　
Detail DataDetail DataDetail DataDetail Data
Control Group ID
%x
Access Control Status
%x

上位アプリ
ケーション
（HAモニタ）
の設定で次に
示す状況が発
生した場合に
出力されます。
(1)不正な制御
グループ IDが
指定されたと
き
(2)アクセス制
御状態を表す
値に不正な値
が指定された
とき

メッセージ 備考

日本語 英語
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付録

付録 A　用語解説
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付録 A　用語解説
付録 A　用語解説

（英字）

 AIX 5L (Advanced Interactive eXecutive 5L)
IBM社が開発した UNIXオペレーティングシステムです。

LV（Logical Volume）
論理ボリューム。一つの VGの中に構成される論理的なディスク装置を指します。

ODM（Object Data Manager）
システム情報の保管を目的とするデータマネージャです。

panic
カーネル内で，処理が続行できない深刻な障害が発生した状態を指します。通常，この状態に陥る
と，メモリ上のデータがダンプデバイスにダンプ出力されます。

 Rawデバイス
キャラクタ型デバイスのことで，キャッシュを介さないでアクセスするデバイスです。

 VG (Volume Group)
ボリュームグループ。異なるサイズとタイプから成る 1～ 32個の物理ボリュームのセットで，ここ
から複数の論理ボリュームに割り当てることができます。

（ア行）

アクセス制御状態
VGに対するデータのリードまたはライト処理の許可または禁止を表します。制御グループごとに独
立して設定できます。

（サ行）

制御グループ
HA Boosterがアクセス制御の対象とする VGの集まりです。各制御グループは 0個以上の VGから
構成されます。HA Boosterでは，利用可能な制御グループの数は 20個です。

制御グループ ID
個々の制御グループに割り当てた 0～ 19の数字です。
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付録 A　用語解説
（ハ行）

ハートビート
サーバ間で一定間隔の生存確認の交信を行っている通信を指します。サーバが障害で返信できない
場合は，フェールオーバが開始されます。
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しています。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■マニュアル一覧 日立コンピュータ製品マニュアルを製品カテゴリ，マニュアル名称，資料番号の

いずれかから検索できます。 

■CD-ROMマニュアル 日立ソフトウェアマニュアルと製品群別CD-ROMマニュアルの仕様について記載

しています。 

■マニュアルのご購入 マニュアルご購入時のお申し込み方法を記載しています。 

■オンラインマニュアル 一部製品のマニュアルをインターネットで公開しています。 

■サポートサービス ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開サービス

を記載しています。 

■ご意見・お問い合わせ マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットでのマニュアル公開 
2 種類のマニュアル公開サービスを実施しています。 

(1) マニュアル情報ホームページ「オンラインマニュアル」での公開 

製品をよりご理解いただくためのご参考として，一部製品のマニュアルを公開しています。 

(2) ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開 

ソフトウェアサポートサービスご契約のお客様向けにマニュアルを公開しています。公開しているマニ 

ュアルの一覧，本サービスの対象となる契約の種別などはマニュアル情報ホームページの「サポートサ 

ービス」をご参照ください。 

３．マニュアルのご注文 

①  マニュアル情報ホームページの「マニュアルのご購入」にアクセスし，お申し込み方法をご確認の

うえ WEB からご注文ください。ご注文先は日立インターメディックス(株)となります。 

②  ご注文いただいたマニュアルについて請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。 

④  入金確認後 7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

日立インターメディックス(株)

② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はWEBで

WEB
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